
Ｔ
Ｐ
Ｐ
連
鎖
尊
習
会
に
関
名

鰹
谷
先
生
の
話
に
確
信
一

‐２
月
８
日

（
日
）
午
後
、
鈴
鹿

市
文
化
会
館
さ
つ
き
プ
ラ
ず
で
、

６

　　　（三
炉

一〇

を
招
い
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
学
習
会
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

「新
聞
の
行
事

案
内
を
見
て
来
た
」
と
い
う
人
を

含
め
、
約
５０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
も
た
ら
す

「農
業
」

「医
療
」

「食
」
へ
の
懸
念
に
つ

い
て
、
農
業
者
の
早
川
喬
さ
ん
、

民
医
連
の
藤
井
新

一
さ
ん
、
二
重

県
生
協
連
の
岡
本
さ
ん
が
報
告
し
、

そ
れ
ら
を
受
け
る
形
で
櫻
谷
先
生

が
講
演
を
し
ま
し
た
。

鈴
鹿
で
は
３
回
目
と
な
る
櫻
谷

先
生
の
登
場
で
す
が
、
今
回
も
参

加
者
に
新
鮮
な
感
動
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
特
に

「
日
本
人
が
い
ま

で
も
信
じ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
神
話
」
に
は

質
問
も
出
る
な
ど
、
関
心
を
呼
び

ま
し
た
。

１
つ
目
は

「
日
本
は
閉
鎖
的
」

と
い
う
神
話
。
菅
首
相
が

「平
成

の
開
国
」
と
い
っ
た
が
、
実
は
工

業
関
税
は
日
本
が
最
も
低
い

（例

‥

自
動
専
で
は
日
本
０
％
、
米
国
２

ｏ

５
％
）
。
日
本
は
鎖
国
な
ん
か
し

て
い
な
い
。

２
つ
目
は

「日
本
の
農
業
は
過

保
護
だ
」
と
い
う
神
話
。
農
業
所

得
に
占
め
る
政
府
か
ら
の
直
接
支

払
い
を
比
べ
る
と
、
日
本
１５
％
な

の
に
対
し
、
米
国
２６
％
、
フ
ラ
ン

ス
９０
％
、
ィ
ギ
リ
ス
９５
％
０
他
国

は

「農
業
を
守
る
こ
と
は
、
国
の

安
全
保
障
に
か
か
わ
る
こ
と
」
と

神
話
。
世
界
の
市
場
が

一
つ
に
な

れ
ば
貿
易
は
発
展
す
る
か
ら
ア
メ

リ
カ
が
め
ざ
す
こ
と
に
間
違
い
は

な
い
、
と
い
う
論
調
が
あ
る
が
、

実
は
ア
メ
リ
カ
は
自
国
企
業
の
利

益
し
か
考
え
て
い
な
い
。
自
国
に

有
利
な
ら
自
由
貿
易
、
不
利
な
ら

管
理
貿
易
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
は
建
て
ま
え
で
し
か
な
い
。

一枚
は
櫻
谷
先
生
を
囲
ん
で
懇
親

会
。
生
協
連
の
岡
本
さ
ん
な
ど
１１

名
が
参
加
し
、
講
演
で
聞
き
足
り

な
か

っ
た
こ
と
な
ど
、
質
問
が
飛

び
交
い
ま
し
た
。

［吉
田

一
男
］

O擢谷先生の話き3回あ聞き0き0た。2回目のむ劃さ研究
者ら0い証拠こデーヌき駆使Oτ歴史的に明らガCOτ頂き
き0た。今回6“ も分ガリやす<、 コンパクトτ先生のあ人
柄も感σられる親0研やす0こ、きすき0先生のファン屁な
りき0た。何度も菜τしヽただき、本当に喜んこいきす。(農
晨太郎)

○握谷先生のあ話02回目。前回さりわガう部分ガ増えた。
先生ガ懸命屁難0し 問ヽ題き整理Oτ、少0こも本冒きわガリ
やす<伝えτ<れさうこ0ている姿勢ガあリガt<懇しヽき0
た。

OttppO学習舎屁初めτ参加。大変わガリやすガった。農
産物0国の安全保障こしヽう観点ガ日本政府にlさない0こガ
さくわガった。住 垣の人)

○ISD条項ガ憲法の上C菜¨ いう0こ肥Эいて、一般論こ
Oτ理解すれ|び、各国籍企業0利益万憲法の上C座るここ
じなるこしヽう姿き認めるここ屁なる。恐50ι 世`界ガ見通せ
る。Tpp6認めるわけC6ι ガヽない。個々の国益論Cきこわ
されず、万国0人晨0団結ガ次の時代著作る力Cむうだろ
うこ考える0こガ大切だ。
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